
かなた望遠鏡による情報理論・機械学習を用いた突発天体現象観測の自動意思決定システム構築
古賀柚希, 植村誠(広島大学), 他、Smart Kanataチーム

新星・矮新星などの突発現象を起こす天体は、発見当初は型が不確定であることが多い

↓

情報理論・機械学習の枠組みを用いて、天体の型判別・追跡観測の判断を自動で決定し、実行するシステム
Smart Kanata(以下smartk)を作ろう！
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機械学習を用いた、より精度の良い判別方法を探っていく


